
登山・登攀の記録 

朝日連峰 八久和川横断 

日時：1985年 9月２日～９月６日 

メンバ：ＣＬ河辺友好、佐藤肇、高岸且 

概要：50 年に一度という渇水状態の八久和川にて河原歩き。４本の沢を継続し、全体としてはや

や散漫な間はあったが、各々の沢は親しみ易い良い沢だった。人の少ない東北ならではの沢歩き。 

記録 

９月２日 快晴 

京都(0:05)－鶴岡(15:30)－月山口(17:00)―大

檜原(18:00)―林道終点キャンプ 1(19:00) 

林道終点の無名沢出合付近の河原でサイト。昨

日の雨のせいかやや水が濁っている。 

９月３日 晴 

キャンプ 1(8:30)－トサカ沢出合(8:25)－枯松

沢出合(9:55)－稜線(15;45)－アオ倉沢キャン

プ２(18:00) 

大檜原川はたいした悪場もなく快適な沢歩き。

途中高巻き２回。稜線上は笹尾根で、天図を取

った後、アオ倉沢へ下降。アオ倉沢は魚影濃い

にも関わらず釣果ゼロ。ブナの原生林が美しい。 

９月４日 曇 

キャンプ２(8:30)－小国沢出合(10:00)－八久

和川出合 (11:10)－茶畑沢出合キャンプ３

(14;10) 

アオ倉沢下降の途中でブッシュを支点に約１

５ｍの懸垂下降一回。小国沢に出合ってからは

水量もやや増えて、フォールダイビングの繰返

しであっけなく下る。八久和川出合には岩小舎

とプール有り。約２時間の大水泳大会となる。

メインイベントの八久和本流は約１時間の河

原歩きで終り、茶畑沢出合の滝下でサイト。本

流の天然プール先で岩魚一尾。夜半雨が降る。 

９月５日 雨のち晴 

キャンプ３(8:20)－戸立沢出合(8:45)－稜線

(16:00)－皿渕沢キャンプ４(18:30) 

茶畑沢出合の滝を右岸から巻いて出発。直後の

幅３ｍ位の瀞を越すのが意外といやらしく、ザ

イルを出す。茶畑沢は４～５ｍの滝が連続し、

なかなか水量が減らず、堪能させてくれるが、

源流部の小ナメ滝群はややうっとうしい。 

９月６日 晴 

キャンプ４ (8:30)－林道出合 (11:00)－大鳥

(12:30)－鶴岡(16:30) 

皿渕沢は名の通り、渕の連続で滑り台を楽しみ

ながら行く。途中特大のまむしを捕獲。皮を剥

ぎ持帰る。下部の３つの堰堤（懸垂下降１回）

や、杉の植林には幻滅する。  （記／河辺） 

 

大檜原沢 

 


